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１．調査方法

 平成 16年 8月 11日付け平成 16・08・11原第 8号「配管減肉事象に係る点検に関
する報告徴収について」を受け，以下の方法により炭素鋼配管の減肉管理状況の調査

を行った。

(1)点検計画及び点検実績・記録の整理，減肉管理を実施している範囲の整理

(2)対象範囲のアイソメ図による偏流発生箇所の確認･整理

(3)(1)，(2)の結果を相互比較し，配管減肉管理未実施箇所の有無の確認

(4)これらの調査結果のまとめ

 上記作業フローを添付資料－１に示す。

２．調査の実施体制

 調査実施にあたっては，物量が膨大であること，調査対象が福島第一，福島第二，

柏崎刈羽の３発電所にまたがることから，プロジェクト体制にて作業を実施。又，作

業実施にあたっては，その妥当性を確認するため，品質保証部門も参加した。

調査の実施体制を添付資料－２に示す。

３．調査結果

(1)これまで行ってきた点検内容

a.点検内容

 給水・復水系，抽気系等の配管については，従来より減肉が生じることが知られて

おり，適宜対策を行ってきた。具体的には，配管減肉のメカニズム，減肉の発生・進

展に寄与する要因（流体環境，運転条件，配管形状，配管材質等）に関する当時の知

見をもとに，配管内への水に対しては酸素注入による環境改善、配管材料に対しては，

点検計画を策定・実施し，必要に応じてエロージョン／コロージョン対策材への取替

へを行ってきた。

 1986 年に発生したサリー2 号機の配管破断事故については、事故調査結果から
PWRプラントの給水・復水系に特有の水質管理に関する不具合が主要因と推定され、
直接国内 BWRプラントでは、発生しにくい事例と考えられたが、類似系統配管に対
して従来実施してきた肉厚測定箇所に対して流体性状に応じた見直し等を行い、以下

のように計画し、健全性の確認を実施してきている。

(a)点検計画

 配管減肉の発生は，配管の材質，配管内を流れる流体の種類及び流体の温度等の環

境条件によって，その進行速度が変化することが知られている。そのメカニズムは，

溶存酸素，温度，pH，湿り度等の条件により保護性のない酸化被膜が生成し，流速
が大きい場合にその酸化被膜が剥離し，配管減肉が発生するものと推定されている。 

それぞれの要因と配管減肉発生条件については，添付資料－３「配管減肉メカニズ



ムと管理フロー判定基準根拠」の通り，連続流動の水系配管では，溶存酸素 15ppb
以下，温度 60℃以上，連続流動の蒸気配管では湿り度 1.5％以上の環境下では，配管
減肉が発生しやすいと評価されている。これらの考えに基づき作成した，当社の配管

減肉管理フローを図－１に示す。

ＢＷＲの各系統の流体条件を考えると，主蒸気系は湿り度約 0.4％で 1.5％より低く，
また復水系，給水系には酸素を注入して溶存酸素を 20～200ppbに管理している。ま
た，酸素注入点より上流の配管は運転温度が 35～40℃程度であることから，主蒸気
系，復水系，給水系の配管においては，配管減肉の発生の可能性は低いと考えられる。

主蒸気系，復水系，給水系以外で配管減肉が発生しやすい環境の配管は、減肉対策

材とすることが望ましいが，炭素鋼を使用している場合には，配管肉厚測定を実施し，

減肉状況を監視することとしている。これらの配管については，肉厚測定の周期を定

めて定期的に減肉測定を行い，余寿命評価により配管の健全性を確認している。具体

的な点検においては，対象箇所の運転条件や配管形状の類似性に基づき点検範囲の選

定を行うと共に，肉厚測定結果から点検対象，周期を見直しすることにより，重点的

かつ効率的な監視を行っている。

また，減肉の発生の可能性が低いと考えられる環境下で炭素鋼を使用している場合，

又は減肉対策材が使用されている場合は，減肉の可能性が低い，又は減肉速度が遅い

部位であることから，健全性を確認する目的で，点検箇所をサンプリングして肉厚測

定を実施している。

以上の通り，当社は配管内の流体の環境及び配管材質によってランク付けを行い，

そのランクに応じた配管減肉管理を実施している。

なお，ＰＷＲの２次系配管肉厚の管理指針によれば，ＢＷＲの蒸気系配管湿り度

1.5％以上，水系配管温度 60℃以上に対し，ＰＷＲでは，蒸気系配管においては湿り
度 5％以上，水系配管においては温度 100℃～250℃が減肉の発生しやすい環境であ
るとし，配管減肉の管理を実施するとしている。これらのことから，当社の配管減肉

管理方針は，ＰＷＲの管理指針で規定する対象範囲を包含している。

(b)点検対象選定方法 

 ①点検対象箇所

配管減肉は、配管材質条件および内部流体の環境条件の下で、形状不連続部に発生

する偏流により発生するものと考えられる。ここで、配管系統における偏流発生部は、

エルボ、ティーズ、レジューサ、オリフィス、弁、曲管が考えられる。

②-1.減肉監視点検（ランクＡ，Ｂ）

(ⅰ)点検の考え方
図―１の配管減肉管理フローにおいて、配管減肉の可能性がある環境条件で、



材料による減肉対策が講じられていない範囲に対し、対策材への取替えまでの監

視を目的として点検を行う。

(ⅱ)点検箇所の選定
各系統の中で減肉が厳しいと判断される箇所（流体の乱れが発生するオリフィ

ス下流部、絞り弁下流部、エルボ部等）を選定し、その点検箇所に有意な事象（減

肉）が確認された場合には点検周期等を見直す管理を行う。

②-2．健全性確認点検（ランクＣ，Ｄ）

(ⅰ)点検の考え方
図―１の配管減肉管理フローにおいて、配管減肉の可能性が低い範囲では、健

全性確認の観点からサンプリング点検を行う。

(ⅱ)点検箇所の選定
ランクＣ，Ｄの配管は減肉の可能性が低い，又は減肉速度が遅い部位であるこ

とから，ランクＡ，Ｂのような監視点検をする必要はないが，構造健全性確認の

観点から，各系統の中よりオリフィス下流部，絞り弁下流部，エルボ部等から任

意にサンプリングして点検を実施する。

 

(c)点検方法 

 配管の肉厚測定は，JISZ2355「超音波パルス反射法による厚さ測定方法」に準拠し，

超音波厚み計により行う。 

 なお，測定位置は測定を行うメーカーにより異なる。現在実施している測定位置は

以下の通り。 

ﾒｰｶｰ 配管口径 測定長さ 軸方向ピッチ 周方向ピッチ 

25A～50A 300mm 20mm 15° 

65A～125A 300mm 30mm 15° Ａ 

150A 以上 500mm 50mm 15° 

100A 以下 50mm 90° 

125A～250A 100mm 45° Ｂ 

300A 以上 

1.5Ｄ 

又は 

500mm の大きい方 100mm 100mm 

 

(d)余寿命評価手法 

 原則として，余寿命については以下の方法で算出する。 

 初回測定の場合には次式において前回測定肉厚を公称肉厚，前回測定から今回測定

までの運転時間をユニット運転時間に置き換える。 

  

 

 



 

①減肉率 

今回測定最小点での初回又は前回測定値との差(mm) 

初回又は前回測定時から今回測定時までの運転時間(hr) 

 

 ②寿命時間 

            今回測定最小肉厚(mm)－必要肉厚(mm) 

                 減肉率（mm/hr） 

 

 ③余寿命 

寿命時間（hr） 

8760（hr/年） 

  

上記のように，配管減肉測定結果を基に減肉速度，余寿命を算出しその結果をふま

え，点検周期の評価や取替計画の立案を行う。又，取替にあたっては，使用環境等を

考慮し減肉対策材あるいは同材を選択する。 

 

(2)点検実施状況 

 添付資料－４「配管減肉に係る点検状況」に示すとおり，肉厚管理が未実施の部位

はなかった。 

 

(3)点検結果例 

 a.点検実施体制 

  点検実施体制を添付資料－５に示す。 

 b.点検内容 

  点検結果の例を添付資料－６に示す。 

 

４．添付資料 

(1)配管減肉管理状況調査フロー 

(2)配管減肉管理の調査体制 

(3)配管減肉メカニズムと管理フロー判定基準根拠 

(4)配管減肉に係る点検状況 

(5)点検実施体制 

(6)点検結果例 

(7)点検計画 

 

以  上 

減肉率(mm /hr)＝

寿命時間（hr）＝

余寿命（年）＝



図－１　配管減肉管理フロー

※１：測定対象部位

　　　曲り部，分岐部，絞り部等偏流が発生
　　　する箇所

※２：PWRでは，湿り度5％以上かつ温度　　
　　　150～250℃が対象
　　　但し，制御弁下流部及び玉型弁逆止弁
　　　下流部については，温度100～250℃　
　　　が対象

※３：ＰＷＲは酸素注入を実施していないた
　　　め、当該判断BOXの設定なし
※４：PWRでは，温度100～200℃が対象
　　　但し，制御弁下流部及び玉型弁逆止弁
　　　下流部については，温度100～250℃　
　　　が対象

※５：管理フロー上ランクＣ，Ｄであっても、　
　　　過去の不具合実績等を勘案し、社内管
　　　理としてＡ，Ｂランク相当の点検を実施
　　　することがある。
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ランクＡ ランクＢ ランクＣ※５ ランクＣ※５ ランクＤ※５ランクＤ※５

＊１ ＊２

＊１：湿り度１．５％以上の蒸気に該当しない　　
　ものはランクを１つ下げる。

＊２：ドレンフラッシュによる減肉可能性がな　　　
　いものについてはランクを１つ下げる

（対象プラント：1F-2,3,5,6　2F-1,3　KK-1,2,3,6,7）

減肉監視点検 サンプリング点検 サンプリング点検

＊１

減肉測定結
果をふまえ、
適宜点検周
期及び点検
範囲を見直
す
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果をふまえ
た評価に基
づき点検周
期を見直す

選定した箇所を毎定検時各系統の中で減肉が厳し
いと判断される箇所（流体
の乱れが発生するオリフィ
ス下流部、絞り弁下流部、
ティーズ等）を選定

早急な対策材への交換が望ましい配管ランクＡ

構造健全性確認の観点か
ら、オリフィス下流部、絞り
弁下流部、ティーズ等から
任意にサンプリング

点検範囲の選定

選定した箇所（減肉環境条件
の厳しい箇所１０％）を１０定
検毎（目安）

選定した箇所を５定検毎（目
安）
（１／５ずつ毎定検時）

選定した箇所を３定検毎

（１／３ずつ毎定検時）

基本的な
点検周期

ランクＣの中で対策材を使用すること等
により、配管減肉の可能性が更に低い
と判断される配管

ランクＤ

配管の使用環境より配管減肉の可能性
が低いと判断される配管

ランクＣ

対策材への交換が望ましいものの減肉
速度がランクＡと比較して緩やかなため、
計画的な取替えを行う配管

ランクＢ

ランクの考え方点検ランク

YES
※３



添付資料－１

減肉管理状況調査フロー

点検計画の調査

・ 点検計画の調査

・ 代表部位と評価部位の調査

・ 現状の計画と指示に基づく確認

箇所の比較

点検実績の調査

・ 点検実績の調査

・ 余寿命評価結果の調査

減肉管理に関する基本的な考え方の

確認

・ 減肉管理対象範囲の確認

・ 減肉管理対象範囲のアイソメ図

による偏流等発生箇所の再確認

点検が計画通り適切に行わ

れていることを確認

点検計画に抜けがないことを確

認

対象箇所の比較



添付資料－２ 

配管減肉管理の調査体制

原子力本部長

本店原子力運営管理部

保全総括ＧＭ

各発電所
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① 報告書承認

② プロジェクトマネージャー

③ 報告書作成責任者、データ調査

④ 記録類の整備

⑤ データ調査責任者

⑥ 調査フローに基づく調査

⑦ データ調査状況確認

プロジェクト体制

本店原子力運営管理部

機械保全ＧＭ

⑥



－ 配管減肉メカニズムと管理フロー判定基準根拠 －

１．配管減肉のメカニズム

BWRプラント先行機における減肉現象は、いずれも炭素鋼を使用した機器、配管に発生して
おり、減肉発生箇所および環境を詳細に調査した結果、以下の条件下で発生しやすいことが明

らかになった。

   ① 溶存酸素が１５ppb以下と少なく、かつ中性純水の蒸気ドレンの流れる配管
   ② 運転温度が６０℃～２３０℃の範囲にある機器・配管

   ③ 湿り度が１.５％以上の二相流配管
   ④ 流体が連続的に流れる機器・配管

  これらの知見から、減肉は、模式的に付図 1 に示すメカニズムで生じるものと考えられる。
すなわち溶存酸素が少なく、中性の純水である湿り蒸気及びドレン環境下では、炭素鋼表面に

保護性のない鉄酸化物スケールが生成する。水膜の流動や水滴の衝突により、この鉄酸化物ス

ケールが強制的に剥離される。連続流動下で、この浸食が断続的に進行する。

付図 1 減肉現象メカニズム(推定)の模式図

添付資料－３



２．配管肉厚管理フロー各判定基準の設定根拠

（１）運転モード

   常時停滞する系統および短期運転であるため腐食代で対処することが可能な系統を区分す

る。これ以外の運転モードは連続流動として扱う。蒸気相の流速がない場合（蒸気は常時停

滞するが、ドレンが流れるライン）についても区分する。

なお、PWR管理指針では、運転モードによる選定は行っていない。

（２）溶存酸素(水系)
   溶存酸素が 15ppb以上の場合には、腐食率は小さい（付図２）。このため、溶存酸素 15ppb

を超える条件の水環境は対象外とする。

なお、PWR管理指針では、溶存酸素の記載は無い。

（３）湿り度(蒸気系)
減肉現象が発生した実機事例を整理した結果、湿り度の下限値は２％である（付図３）こ

とから、湿り度が 1.5％以上か否かを区分する。
なお、PWR管理指針では、ドレンを巻き込む系統を除き湿り度 5％以上をしきい値として

いる。

（４）流体温度

実機における温度と最大減肉率との関係を調査した結果、温度 60℃以下では、ほとんど減
肉を生じていない（付図４）ため、60℃を水系の温度しきい値としている。
なお、PWR管理指針では、水系では 100～200℃（制御弁下流部および玉形逆止弁下流部
は 100～250℃）を、蒸気系で 150～250℃(ドレンを巻き込む系統は上限無し)を対象として
いる。

（５）配管材質

減肉発生の可能性のある系統の機器、配管には、少量の合金成分を添加し耐減肉性を高め

た１･１/４Ｃｒ－１/２Ｍｏ鋼を基本としたいわゆる低合金鋼を採用し、機器、配管の健全性
を確保している(付図５)。従って、低合金鋼採用の有無で管理方法を区分する。



    出典：H. Noda 
 IAEA Specialist’s meeting(1988-9) 
 Corrosion and Erosion Aspects in Pressure Boundary Component of LWR 

      試験条件： ・温度    38～204℃ 

            ・溶存酸素  1～200 ppb 

            ・流速    2～10 m/s 

            中性水中における炭素鋼の腐食データ 

      解説： 低溶存酸素環境下（15ppb 以下）においては、高溶存酸素環境下と比較して

腐食速度が著しく大きくなる。したがって、減肉対策を検討する場合には、溶

存酸素濃度の高、低により対策を分類する必要がある。 

付図 2 溶存酸素の効果

溶存酸素濃度が 15ppb
以上になると腐食率が

桁違いに低下すること

を示す



    出典：H. Noda 
 IAEA Specialist’s meeting(1988-9) 
 Corrosion and Erosion Aspects in Pressure Boundary Component of LWR 

     解説： 実機の湿り度と最大減肉率との関係をプロットしたグラフである。 

実機における減肉発生下限は湿り度 2％であるため、フロー図においては湿り度

1.5％をしきい値として設定する。 

付図 3 湿り度の影響



    出典：H. Noda 
 IAEA Specialist’s meeting(1988-9) 
 Corrosion and Erosion Aspects in Pressure Boundary Component of LWR 

      解説： 実機における温度と最大減肉率との関係をプロットし、これを、包絡線で結

んだカーブである。温度 60℃以下では、ほとんど減肉を生じていない。 

付図 4 温度と減肉発生

単相流

60

②と③の包絡線
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食
速
度
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)

二相流
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出典：H.Noda
 IAEA Specialist’s meeting(1988-9) 
 Corrosion and Erosion Aspects in Pressure Boundary Component of LWR 

付図 5各種材料の腐食速度

←炭素鋼

←減肉対策材



添付資料－４（１－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 425 425 102 323 0

給水系統 223 223 168 55 0

主蒸気系統 207 207 13 194 0

抽気系統 16 16 0 16 0

ドレン系統 209 209 20 189 0 ヒータベント，
ドレン

合計 1080 1080 303 777 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第一原子力発電所　１号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

エバポレーター

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

復水
ポンプ

低圧第 3給水加熱器低圧第 2給水加熱器低圧第 1給水加熱器高圧第 2給水加熱器高圧第 1給水加熱器

グランド蒸気
復水器

Co
nd

en
sa

te 
St

or
ag

e T
an

k よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

各
グ
ラ
ン
ド
へ

低圧給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所 1号機

給水加熱器へ エバポレーターより

添
付
資
料
―
４
（
１
－
２
）



添付資料－４（２－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1024 1024 193 831 0

給水系統 110 110 77 33 0

主蒸気系統 137 137 20 117 0

抽気系統 120 120 46 74 0

ドレン系統 766 766 129 637 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2157 2157 465 1692 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第一原子力発電所　２号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所 2号機

蒸化器より

添
付
資
料
―
４
（
２
－
２
）



添付資料－４（３－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1158 1158 81 1077 0

給水系統 178 178 61 117 0

主蒸気系統 145 145 7 138 0

抽気系統 241 241 80 161 0

ドレン系統 593 593 104 489 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2315 2315 333 1982 0

配管減肉に係る点検状況

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位

プラント名：福島第一原子力発電所　３号機



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所 3号機

蒸化器より

添
付
資
料
―
４
（
３
－
２
）



添付資料－４（４－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1001 1001 56 945 0

給水系統 206 206 116 90 0

主蒸気系統 187 187 11 176 0

抽気系統 32 32 0 32 0

ドレン系統 432 432 0 432 0 ヒータベント，
ドレン

合計 1858 1858 183 1675 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第一原子力発電所　４号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所 4号機

蒸化器より

添
付
資
料
―
４
（
４
－
２
）



添付資料－４（５－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 945 945 190 755 0

給水系統 235 235 136 99 0

主蒸気系統 186 186 20 166 0

抽気系統 184 184 61 123 0

ドレン系統 778 778 220 558 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2328 2328 627 1701 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第一原子力発電所　５号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所 5号機

蒸化器より

添
付
資
料
―
４
（
５
－
２
）



添付資料－４（６－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1420 1420 248 1172 0

給水系統 277 277 187 90 0

主蒸気系統 194 194 20 174 0

抽気系統 64 64 12 52 0

ドレン系統 770 770 130 640 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2725 2725 597 2128 0

配管減肉に係る点検状況

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位

プラント名：福島第一原子力発電所　６号機



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第一原子力発電所６号機

グランド蒸気
蒸化器より

添
付
資
料
―
４
（
６
－
２
）



添付資料－４（７－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1559 1559 66 1493 0

給水系統 192 192 115 77 0

主蒸気系統 231 231 43 188 0

抽気系統 118 118 8 110 0

ドレン系統 687 687 40 647 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2787 2787 272 2515 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第二原子力発電所　１号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第二原子力発電所１号機
添
付
資
料
―
４
（
７
－
２
）



添付資料－４（８－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1663 1663 133 1530 0

給水系統 307 307 81 226 0

主蒸気系統 286 286 19 267 0

抽気系統 21 21 0 21 0

ドレン系統 856 856 0 856 0 ヒータベント，
ドレン

合計 3133 3133 233 2900 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第二原子力発電所　２号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用） 

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

福島第二原子力発電所 2号機
添
付
資
料
―
４
（
８
－
２
）



添付資料－４（９－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1876 1876 148 1728 0

給水系統 201 201 113 88 0

主蒸気系統 301 301 68 233 0

抽気系統 81 81 0 81 0

ドレン系統 658 658 46 612 0 ヒータベント，
ドレン

合計 3117 3117 375 2742 0

配管減肉に係る点検状況

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位

プラント名：福島第二原子力発電所　３号機



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水ポンプ

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

第 2給水加熱器
ドレン冷却器

第 2給水加熱器
ドレンタンク

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

復水浄化
ポンプ

グランド蒸気
復水器

復水ろ過装置

福島第二原子力発電所３号機
添
付
資
料
―
４
（
９
－
２
）



添付資料－４（１０－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1451 1451 77 1374 0

給水系統 345 345 62 283 0

主蒸気系統 347 347 6 341 0

抽気系統 44 44 0 44 0

ドレン系統 440 440 1 439 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2627 2627 146 2481 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：福島第二原子力発電所　４号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水ポンプ

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

第 2給水加熱器
ドレン冷却器

第 2給水加熱器
ドレンタンク

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

復水浄化
ポンプ

グランド蒸気
復水器

復水ろ過装置

福島第二原子力発電所 4号機
添
付
資
料
―
４
（
１
０
－
２
）



添付資料－４（１１－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1734 1734 203 1531 0

給水系統 222 222 91 131 0

主蒸気系統 217 217 97 120 0

抽気系統 58 58 4 54 0

ドレン系統 527 527 68 459 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2758 2758 463 2295 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　１号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

柏崎刈羽原子力発電所１号機

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
１
－
２
）



添付資料－４（１２－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 2031 2031 184 1847 0

給水系統 260 260 32 228 0

主蒸気系統 228 228 17 211 0

抽気系統 68 68 2 66 0

ドレン系統 460 460 55 405 0 ヒータベント，
ドレン

合計 3047 3047 290 2757 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　２号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

第 2給水加熱器
ドレン冷却器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

復水ポンプ 復水浄化
ポンプ

グランド蒸気
復水器

復水ろ過装置

第 2給水加熱器
ドレンタンク

柏崎刈羽原子力発電所第２号機

調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
２
－
２
）



添付資料－４（１３－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1771 1771 71 1700 0

給水系統 235 235 21 214 0

主蒸気系統 152 152 15 137 0

抽気系統 60 60 3 57 0

ドレン系統 449 449 35 414 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2667 2667 145 2522 0

配管減肉に係る点検状況

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　３号機



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

柏崎刈羽原子力発電所第３号機
調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
３
－
２
）



添付資料－４（１４－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1132 1132 71 1061 0

給水系統 309 309 35 274 0

主蒸気系統 214 214 4 210 0

抽気系統 29 29 0 29 0

ドレン系統 302 302 13 289 0 ヒータベント，
ドレン

合計 1986 1986 123 1863 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　４号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

柏崎刈羽原子力発電所第 4号機
調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
４
－
２
）



添付資料－４（１５－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1456 1456 71 1385 0

給水系統 358 358 29 329 0

主蒸気系統 341 341 29 312 0

抽気系統 48 48 0 48 0

ドレン系統 393 393 10 383 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2596 2596 139 2457 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　５号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

第 6給水加熱器
ドレン冷却器

海水

高圧タービン

湿分分離器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

第 6
給水加熱器
ドレンタンク

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

第 2給水加熱器
ドレン冷却器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

復水ポンプ 復水浄化
ポンプ

グランド蒸気
復水器

復水ろ過装置

第 2給水加熱器
ドレンタンク

柏崎刈羽原子力発電所第 5号機
調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
５
－
２
）



添付資料－４（１６－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1318 1318 33 1285 0

給水系統 374 374 8 366 0

主蒸気系統 204 204 5 199 0

抽気系統 48 48 0 48 0

ドレン系統 1013 1013 20 993 0 ヒータベント，
ドレン

合計 2957 2957 66 2891 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽原子力発電所　６号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離加熱器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

給水加熱器へ

湿
分
分
離
加
熱
器
よ
り

高圧ドレンポンプ

高圧ドレンタンク

低圧
ドレンポンプ低圧ドレンタンク

柏崎刈羽原子力発電所第 6号機
調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
６
－
２
）



添付資料－４（１７－１）

当初計画 指示に基づく
確認後 点検済 点検未実施

復水系統 1915 1915 62 1853 0

給水系統 271 271 17 254 0

主蒸気系統 220 220 0 220 0

抽気系統 79 79 0 79 0

ドレン系統 772 772 29 743 0 ヒータベント，
ドレン

合計 3257 3257 108 3149 0

配管減肉に係る点検状況

プラント名：柏崎刈羽発電所７号機

系統名 備考
点検対象部位 肉厚管理実施部位

肉厚管理
未実施部位



復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離加熱器

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

蒸気式
空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第 6給水加熱器第 5給水加熱器第 4給水加熱器第 3給水加熱器第 2給水加熱器第 1給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復
水
貯
蔵
槽
よ
り

原子炉給水ポンプ

RO RO RO RO RORO

原子炉

各
グ
ラ
ン
ド
へ

復水ろ過装置

給水加熱器へ

湿
分
分
離
加
熱
器
よ
り

高圧ドレンポンプ

高圧ドレンタンク

低圧
ドレンポンプ低圧ドレンタンク

柏崎刈羽原子力発電所第７号機
調査対象：

主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注）     調査対象外

（低合金鋼使用）

添
付
資
料
―
４
（
１
７
－
２
）



点 検 実 施 体 制

添
付
資
料
－
５

各発電所 
保全部

プラントメーカ

・点検計画書(案)作成 

・点検実施 

・点検結果評価 

・取替提案 

点検計画書(案) 
作成 

評価・報告書 
作成

点検実施

点検計画書確認

適宜立会い

健全性確認

取替計画立案

（当 社） （受注者）

（取替提案含む）

肉厚管理フロー点検体制

基本方針作成



点検結果例  福島第一原子力発電所  1号機  

     測定部位番号：C-SP-20-E

定期検査回数 第１３回 第２１回

測定値   （mm） ８．８ ８．６

余寿命   （年） ３４

累計運転時間（khr） ８０．６ １４８．５

   

◇ 部    位：原子炉給水ポンプ（A）入口エルボ
◇ 材    質：SB49
◇ 口    径：４０６．４ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚：  ９．５ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ５．６０ｍｍ

◇ 最高使用温度：１４９   ℃

◇ 最高使用圧力： ３１．７ kg/cm2g

添
付
資
料
－
６
（
１
）



点検結果例  福島第一原子力発電所  ２号機  

     測定部位番号：HD-P38-1-1 

定期検査回数 第１５回 第２０回

測定値   （mm） １３．２ １２．０

余寿命   （年） ３６

累計運転時間（khr） １１９．７ １６６．０

◇ 部    位：湿分分離器ドレンライン

◇ 材    質：STPT42
◇ 口    径：３５５．６ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： １１．１ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ３．８０ｍｍ

◇ 最高使用温度：２０５   ℃

◇ 最高使用圧力： １７．６ kg/cm2g

     

添
付
資
料
－
６
（
２
）



点検結果例  福島第一原子力発電所  ３号機 

     測定部位番号：FDW-P503-3

定期検査回数 第１４回 第１９回

測定値   （mm） １２．０ １１．３

余寿命   （年） ６１

累計運転時間（khr） １１９．５ １６９．８

   

◇ 部    位：復水浄化系ラインオリフィス下流

◇ 材    質：STPT38
◇ 口    径：３１８．５ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： １０．３ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ３．８０ｍｍ

◇ 最高使用温度： ６６   ℃

◇ 最高使用圧力：  ３．６ kg/cm2g

     

添
付
資
料
－
６
（
３
）



点検結果例  福島第一原子力発電所  ４号機  

     測定部位番号：FDW-SP-5-P

定期検査回数 第１２回 第１９回

測定値   （mm） ２３．４ ２３．３

余寿命   （年） １１５

累計運転時間（khr） １０２．９ １６６．３

   

◇ 部    位：M/DRFP（A）出口ライン
◇ 材    質：STPT４９
◇ 口    径：３１８．５ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２５．４ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １３．２１ｍｍ

◇ 最高使用温度：２３２   ℃

◇ 最高使用圧力：１０５．５ kg/cm2g

添
付
資
料
－
６
（
４
）



点検結果例  福島第一原子力発電所  ５号機  

     測定部位番号：HD-PD1-4 

定期検査回数 第１４回 第１９回

測定値   （mm） ５．７ ５．３

余寿命   （年） ４０

累計運転時間（khr） １１５．５ １６４．９

◇ 部    位：湿分分離器ドレンライン

◇ 材    質：STPT38
◇ 口    径： ６０．５ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚：  ５．５ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ２．４ ｍｍ

◇ 最高使用温度：２０８   ℃

◇ 最高使用圧力： １７．７ kg/cm2g

     

添
付
資
料
－
６
（
５
）



点検結果例  福島第一原子力発電所  ６号機  

     測定部位番号：FDW-P-20-4

定期検査回数 第１２回 第１７回

測定値   （mm） ２０．０ １９．５

余寿命   （年） ７１

累計運転時間（khr） １０２．０ １５０．０

◇ 部    位：給水再循環ライン

◇ 材    質：SB49
◇ 口    径：４５７．２  ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： １９．０  ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １２．９８ ｍｍ

◇ 最高使用温度： ６３    ℃

◇ 最高使用圧力： ５０    kg/cm2g

     

添
付
資
料
－
６
（
６
）



点検結果例  福島第二原子力発電所  １号機  

     測定部位番号：C-SP-55

定期検査回数 第６回 第１６回

測定値   （mm） １５．８ １４．５

余寿命   （年） ５７

累計運転時間（khr） ５２．０ １４５．９

◇ 部    位： HPCP(B)吸込ライン
◇ 材    質：SB46
◇ 口    径：７６２   ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： １２．７ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ７．５６ｍｍ 

◇ 最高使用温度： ６３   ℃ 

◇ 最高使用圧力： ２３   kg/cm2g
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点検結果例  福島第二原子力発電所  ２号機  

     測定部位番号：C-SP-279-P

定期検査回数 第３回 第１５回

測定値   （mm） ２５．９ ２５．０

余寿命   （年） ９４

累計運転時間（khr） ２５．３ １４０．１

◇ 部    位：M/DRFP吸込ヘッダーライン
◇ 材    質：SB49
◇ 口    径：６０９．６ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２４．６ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １８．１５ｍｍ

◇ 最小肉厚値： ２４．８ ｍｍ

◇ 最高使用温度：２１０   ℃

◇ 最高使用圧力： ７５   kg/cm2g
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点検結果例  福島第二原子力発電所  ３号機  

     測定部位番号：FDW-SPX-64

定期検査回数 第７回 第１２回

測定値   （mm） １９．７ １９．５

余寿命   （年） １３２

累計運転時間（khr） ６３．１ １０９．２

   

◇ 部    位：M/DRFP（A）ミニフロー弁後弁下流
◇ 材    質：STPT4９
◇ 口    径：２６７．４ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２１．４ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １４．４７ｍｍ

◇ 最高使用温度：１５４   ℃

◇ 最高使用圧力：１３８   kg/cm2g
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点検結果例  福島第二原子力発電所  ４号機  

     測定部位番号：C-SP-101-P

定期検査回数 第４回 第１２回

測定値   （mm） ２０．２ １９．４

余寿命   （年） ７８

累計運転時間（khr） ３７．４ １１２．０

   

◇ 部    位：第３給水加熱器（A）出口ライン
◇ 材    質：SB42
◇ 口    径：４５７．２ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： １９．０ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １１．３２ｍｍ

◇ 最小肉厚値： １８．９ ｍｍ

◇ 最高使用温度：１５９   ℃

◇ 最高使用圧力： ３０   kg/cm2g
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  １号機  
.

     測定部位番号：FDW-P25-2

定期検査回数 第９回 第１２回

測定値   （mm） ２８．６ ２８．２

ｑ余寿命   （年） ８６

累計運転時間（khr） ８４．０ １１３．２

◇ 部    位：Ｍ／ＤＲＦＰ（Ｂ）ミニマムフロー配管オリフィス上流セーフエンド

◇ 材    質：Ａ１０５

◇ 口    径：２６７．４ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２８．７ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １７．７５ｍｍ

◇ 最高使用温度： ２１１  ℃
◇ 最高使用圧力： １５７  kg/cm2g
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ２号機  

     測定部位番号：FDW-P28-3

定期検査回数 第３回 第１０回

測定値   （mm） ２７．３ ２６．８

余寿命   （年） １８３

累計運転時間（khr） ２６．９ ９０．４

   

◇ 部    位：M/DRFP（A）ミニマムフロー弁下流レデューサ
◇ 材    質：SF５０A
◇ 口    径：２６７．４ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２７．５ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １４．１４ｍｍ

◇ 最高使用温度：１５４   ℃

◇ 最高使用圧力：１３８   kg/cm2g

添
付
資
料
－
６
（
１
２
）



点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ３号機 

     測定部位番号：C-P43-1-2

定期検査回数 第２回 第７回

測定値   （mm） ６．５ ６．３

余寿命   （年） ７１

累計運転時間（khr） １９．３ ６９．１

   

◇ 部    位：復水回収ポンプ吐出流量調整弁下流レデューサ

◇ 材    質：STPT38
◇ 口    径：１３９．８ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚：  ６．６ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ３．８０ｍｍ

◇ 最高使用温度：１００   ℃

◇ 最高使用圧力：３．６   kg/cm2g
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ４号機  

     測定部位番号：FDW-011E 

定期検査回数 第１回 第６回

測定値   （mm） ３１．５ ３１．３

余寿命   （年） １６６

累計運転時間（khr） ６．８ ５２．２

   

◇ 部    位：Ｔ／ＤＲＦＰ（Ａ）吐出配管エルボ部

◇ 材    質：ＳＢ４９

◇ 口    径：５５８．８ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２８．６ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： ２２．６ ｍｍ

◇ 最小肉厚値： ２９．９ ｍｍ

◇ 最高使用温度： １６５  ℃

◇ 最高使用圧力： １５７  kg/cm2g
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ５号機  

     測定部位番号：FDW-1-P

定期検査回数 第１回 第３回

測定値   （mm） ２５．６ ２５．０

余寿命   （年） ２３

累計運転時間（khr） ８．９ ２９．２

   

◇ 部    位：T/DRFPミニフローライン FCV下流
◇ 材    質：STPT4９
◇ 口    径：３１８．５ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２５．４ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １８．２０ｍｍ

◇ 最小肉厚値： ２４．５ ｍｍ

◇ 最高使用温度：１６５   ℃

◇ 最高使用圧力：１４６   kg/cm2g
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ６号機  

     測定部位番号：HD-04-002P

定期検査回数 第１回～第３回 第４回

測定値   （mm） ２０．２

余寿命   （年） ２７

累計運転時間（khr） ２８．７ ４０．１

   

◇ 部    位：高圧ドレンポンプ（Ａ）吐出ＬＣＶ下流配管

◇ 材    質：STPT480
◇ 口    径：４０６．７ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚： ２１．４ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚： １２．９８ｍｍ

◇ 最高使用温度： ２０７  ℃

◇ 最高使用圧力： ８０．０ kg/cm2g 
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点検結果例  柏崎刈羽原子力発電所  ７号機  

     測定部位番号：C-P60-5-2

定期検査回数 第３回 第５回

測定値   （mm） ７．３ ７．２

余寿命   （年） １１６

累計運転時間（khr） ２９．４ ４９．７

   

◇ 部    位：高圧ドレンポンプ（Ａ）シール水調節弁下流配管エルボ部

◇ 材    質：STPT370
◇ 口    径： ４８．６ ｍｍ

◇ 公 称 肉 厚：  ７．１ ｍｍ

◇ 必要最小肉厚：  ２．２０ｍｍ

◇ 最高使用温度：  ８４  ℃

◇ 最高使用圧力：  ６１  kg/cm2g
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